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本
日
、
令
和
六
年
第
一
回
定
例
会
が
終
了
し
ま
し
た
。 

元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

約
四
年
に
渡
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
拡
大
の
波
が
収
ま
り
、
よ
う
や
く
都
民
生
活

や
社
会
経
済
が
コ
ロ
ナ
前
に
穏
や
か
に
戻
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
長
期
に
わ
た
る
原
油
や
物

価
の
高
騰
は
都
内
の
中
小
零
細
企
業
の
経
営
に
い
ま
だ
影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。 

本
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
収
束
に
向
か
い
、
こ
れ
ま
で
の
閉
塞
感
か
ら
都
民

生
活
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
、
将
来
に
希
望
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
急
速
に
進
展
す
る
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
国
際
競
争
力

の
強
化
、
防
災
へ
の
備
え
な
ど
の
政
策
と
関
連
す
る
予
算
を
審
議
す
る
議
会
で
す
。 

我
々
都
議
会
自
民
党
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
の
共
生
社
会
の
実
現
、
東
京
の
経
済
の
回

復
、
首
都
直
下
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
防
災
対
策
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
福
祉
医
療
政
策
や

環
境
対
策
、
教
育
施
策
の
充
実
な
ど
東
京
が
抱
え
て
い
る
難
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
都
に
働
き
か
け
て
き
た
提
言
や
緊
急
要
望
な
ど
に
基
づ
い
て
政
策
論
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
令
和
六
年
度
東
京
都
予
算
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
税
収
が

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
に
支
え
ら
れ
、
過
去
最
大
と
な
る
八
兆
四
千
五
百
三
十
億
円
の

規
模
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
少
子
高
齢
化
対
策
や
防
災
対
策
は
じ
め
、
多
く
の
新

規
事
業
や
拡
大
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

  

ま
ず
、
防
災
対
策
で
す
。 

能
登
半
島
地
震
は
、
経
済
、
産
業
、
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
対
策
が
今
後
の
大
き
な

課
題
と
な
り
ま
し
た
。
強
靭
な
都
市
東
京
の
実
現
の
向
け
、
こ
の
教
訓
を
東
京
都
の
災
害
対

策
に
し
っ
か
り
と
反
映
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

緊
急
車
両
な
ど
の
道
路
啓
開
体
制
の
強
化
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
市
町
村
道

の
整
備
、
水
道
・
下
水
道
の
耐
震
化
、
非
常
用
電
源
を
確
保
す
る
区
市
町
村
へ
の
支
援
、
障

害
者
の
情
報
保
障
な
ど
の
防
災
対
策
の
強
化
と
同
時
に
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
掲
げ
る
危
機
へ
の
対
応
を
求
め
ま
し
た 

 

次
に
、
物
価
高
騰
へ
の
対
策
と
２
０
２
４
問
題
に
つ
い
て
で
す
。 

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
収
束
し
、
経
済
回
復
の
局
面
を
迎
え
る
中
で
、
長
期
に
わ
た
る
原



油
や
物
価
の
高
騰
は
都
内
の
中
小
零
細
企
業
の
経
営
に
い
ま
だ
影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
建
設
業
や
運
輸
事

業
者
が
、
時
間
外
労
働
の
短
縮
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
導
入
な
ど
、
働
き
方
改
革
を
進
め
、
必
要

な
人
材
を
確
保
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
行
け
る
よ
う
、
支
援
し
て
い

く
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
中
小
企
業
が
安
定
し
て
経
営
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
中

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
経
営
支
援
や
コ
ス
ト
削
減
の
取
組
へ
の
支
援
が
必
要
で
す
。 

 

次
に
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
で
す
。 

都
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
約
１
，
８
兆
円
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
０
１
８
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
継
続
や
高
等
学
校
等
の
授
業
料
実
質
無
償
化
な
ど
国

に
先
行
し
て
踏
み
出
す
事
業
に
つ
い
て
は
評
価
し
ま
す
が
、
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業
は
、

自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
財
政
状
況
が
異
な
る
た
め
、
自
治
体
間
の
格
差
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
各
区
市
町
村
が
一
律
に
対
応
で
き
る
対
策
を
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
も
重
要
政
策
で
す
。 

高
齢
者
施
策
と
し
て
、
介
護
職
員
や
介
護
支
援
専
門
員
に
居
住
支
援
特
別
手
当
を
支
給
す

る
事
業
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
を
充
実
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

施
設
に
お
い
て
多
忙
な
仕
事
に
追
わ
れ
る
介
護
職
以
外
の
待
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

  

次
に
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
へ
の
取
組
に
つ
い
て
で
す
。 

昨
今
の
感
染
症
は
動
物
由
来
と
い
わ
れ
、
世
界
的
に
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み
の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
獣
感
染
症
が
広
が
る
中
で
、
人
間
、
動
物
、
自
然
環
境
の
健
全

性
を
守
る
取
組
が
必
要
で
す
。
世
界
で
一
番
の
都
市
を
目
指
す
東
京
は
、
将
来
的
に
は
こ
の

分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
国
際
会
議

の
開
催
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
東
京
の
国
際
競
争
力
の
強
化
で
す
。 

東
京
の
国
際
競
争
力
を
上
げ
る
政
策
と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
持
続
可
能
と

す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
育
て
る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
東
京
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
の
手
段
と
し
て
、
江
戸
の
歴

史
や
文
化
な
ど
の
魅
力
を
世
界
に
向
け
て
強
力
に
発
信
し
、
東
京
を
世
界
遺
産
に
繋
げ
る
政

策
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
の
都
政
の
課
題
を
押
し
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
都
民
の
理
解
の
上
で
企
画
段

階
か
ら
国
、
関
係
自
治
体
、
関
係
機
関
と
綿
密
に
連
携
し
て
進
め
る
べ
き
で
す
。 

我
々
都
議
会
自
民
党
は
、
常
に
都
民
や
事
業
者
の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
都

民
の
皆
様
の
期
待
に
寄
り
添
っ
た
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 


